
令和７年４月現在

会長の
メッセー

ジ

福祉推進員が二十歳を過ぎ、半数が留任されて町内での見守り支援が少々確立されつ
つあります。自治振興会や各種団体とスクラムを組んで“良かった熊野”をめざしま
す。

主な活動等

以上高齢者の紅白饅頭の配布1,300人、赤い羽根共同募金の活動、いきいきサロン全体

１.住民が参加できる安心して暮らせる街・人づくり活動展開

地域住民の見守り活動を町内会長、民生児童委員、福祉推進員、ケアネット支援者が

３.広報紙「くまの福祉だより」を毎月発行

情報を共有し支援を行う。具体的には、各ブロック推進委員会、命のバトン、７５歳

会食会盛り上げ配食の充実など

主に毎週木曜日午前中に地区センター和室でクマカフェを実施し、2年目は一歩前に出

「くまの福祉だより」を毎月発行し、カラーで町内班回覧と配布し、待たれるものと

た取り組みを強化する三世代卓球バレー大会、くまのわくわく食堂を実行していく。

２.こどもから高齢者までの活動の展開

才木均、牧喜一郎、村上直江

設立年月 昭和５７年４月

高齢化率

なりました。

事務担当

世帯 33.65 ％

熊野校下社会福祉協議会の状況

副会長会　長

人 世帯数

高宮　利則

人　口 6,787

石黒美枝、松森久美子
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地区センター内 ・ 公民館内 ・ その他（会長、事務局長宅等）　○をお願いします

2,884

クマカフェ 子ども参加の音楽会

町内会長参加の

ブロック推進委員会議

各団体と共同で地域食堂開店
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